
11 － 10
12 － 12
16 － 19
5 － 11
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 10 0 5 0 1 ○ 4 2 0 1 0 3

○ 5 2 0 1 0 1 ○ 5 4 0 1 2 3

○ 6 10 2 2 0 5 ○ 6 19 2 6 1 0

○ 7 10 0 5 0 3 ◎ 7 6 0 3 0 0

8 0 0 0 0 0 8 6 1 1 1 0

9 3 1 0 0 3 9 2 0 1 0 0

○ 10 5 1 1 0 0 ○ 10 10 0 5 0 1

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 4 0 2 0 1 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 3 0 1 1 1

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

44 4 16 0 52 3 19 5

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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  両チームマンツーマンDEFで試合開始。立ち上がり宇部工は、地元の大声援を受け、＃６の３Ｐ等
で９－１とリードする。対する山口は＃７にボールを集め得点する。＃８の３Ｐも決まり、１１－１
０で１Ｑ終了。２Ｑも立ち上がりは宇部工。＃６＃10の連続３Ｐ等で１９－１０と抜け出すかと思い
きや、山口もDEFを頑張り、＃６のパスカットからの速攻、＃10のドライブ等で反撃する。２３－２
２で前半終了。３Ｑ、立ち上がりに山口＃７の負傷退場というアクシデントが起こるが、逆に闘志に
火が点いた山口は＃10の合わせのプレー・＃６の連続３Ｐで２９－３２と逆転に成功する。宇部工す
かさずＴ．Ｏを取るものの、ファウルトラブルで、苦しい展開を強いられる。＃４のジャンプシュー
ト等で何とか食らいつき、３９－４１で３Ｑ終了。４Ｑは完全に山口が流れを掴む。DEFプレッ
シャーを強化し、失点を5点に押さえ込む。またOFFでは＃６が要所で得点し、リードをキープする。
宇部工は要の＃６がファウルアウトし万事休す。４４－５２で試合終了。山口はDEFの勝利で、決勝
進出を決めた。
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